大阪府環境管理基本方針
１　基本理念
私たちを取り巻く空気や水、みどりは、一人ひとりの生命の基盤です。これらが健全に保たれていることが、豊かな生活の前提であり、健全で恵み豊かな環境を保全しながら将来に引き継ぐことは、私たちの責務です。

50年先、100年先の将来世代の子どもたちが健全で恵み豊かな環境のもと、笑顔で生活できる社会の実現を目指し、大阪府は、「大阪府環境基本条例」に基づき、環境の保全と創造に向けた府民や事業者の自主的な取組みを促進するため、各種の施策・事業を積極的に推進します。

○　地球温暖化対策を進め、低炭素社会を実現

○　３R（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、循環型社会を構築

○　大気・水・地盤環境の保全や化学物質の適正管理により、環境リスクを低減

○　生物多様性を保全し、自然と共生する社会を実現
このために、府民、事業者、民間団体、行政などすべての主体の適切な役割分担と協働のもと、大阪府は行動します。

２　基本方針

(1)大阪府は基本理念に基づき、環境に配慮した施策・事業を積極的に推進し、２１世紀を先導する豊かな環境都市・大阪の実現をめざします。

(2)大阪府自身が大規模な事業者であることから、すべての事務事業において、一切の無駄と資源の浪費を排除する細部にこだわった取り組みが環境配慮に繋がるとの認識のもと、次の取り組みを進めます。

①地球温暖化の防止を図るため、エネルギー使用量の削減に取り組むとともに、バイオエタノールなど再生可能エネルギーの利用を進めます。

②物品等の調達及び機器類の使用を必要最小限とする取り組みを徹底し、事務事業に伴う廃棄物の発生抑制・リサイクル製品の使用促進など３Ｒを推進します。

③コンプライアンス体制を確立し、環境関連の法令等を遵守します。
④森林や里山など、府内に存在する次世代に残すべき魅力的な資源の保全を図ります。
⑤エコオフィス活動に加え、生態系に配慮した公共工事など、本来業務における環境配慮を徹底して進めます。

(3)全ての職員が、あらゆる事務事業において常に環境配慮の視点を持って行動するとともに、全庁的な環境マネジメントシステムを活用して、これらの取り組みの状況を適切に進行管理することにより、事務事業が環境に及ぼす影響を継続的に改善します。

(４)環境に関する情報を積極的に提供し、環境教育・環境学習の推進に努めるとともに、府の取り組みを庁外にも情報発信し、府民、事業者、民間団体、行政などすべての主体に連携・協働を働きかけることにより、地域ぐるみの環境配慮活動を推進します。

(５)この環境方針は、全職員に周知徹底するとともに、庁内外に公表します。
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